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⑥ 市 民 憲 章
わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には

ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇

りをもち､明日への願いをこめて､ここに市民憲章を定めます。
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

ひご
広
報1．且

我孫子市役所秘書室広報広聴課
〒270-1192我孫子市我孫子1858冠0471(85)1111
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新年あけましておめでとうございます。

市民の皆様には希望に満ちた新春を迎えられました

ことを心からお喜び申し上げます。

さて、今日の社会・経済情勢は大きく変化し、地方

行政はその中で住民福祉の向上、活力ある地域社会の

構築が望まれています。

本市におきましても、111積する行政課題に樋極的に

取り組み、実行していかなければなりません。

市議会としましては、自然と調和のとれた魅力ある

まちづくりを目指して決意を新たにしています。

今後とも皆様のご支援、ご協力をお願いいたします。

新年明けましておめでとうございます。

不確かな時代ですが、市民の幸せを真剣に追求し、

厳しい現実に立ち向かっていく決意です。

今年は、新しい我孫子の玄関、我孫子駅南口の駅前

広場が完成します。エレベーターなども設置します。

また、小型「市民バス」の試験運行や、市の休日診療

所（内科・小児科・歯科）の建設を進めます。

手賀沼については、利根川からの浄化用水の注入な

ど、新しい浄化策が動き始めます。緑地を保全する新

条例や船の運行の準備も進めています。

今年も市政への温かいご|筋力をお願いいたします。
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我
孫
子
市
に
は
手
賀
沼
や
利
根

川
な
ど
の
豊
か
な
水
辺
と
市
街
地

を
ふ
ち
ど
る
樹
林
地
、
広
々
と
し

や今eO

我
孫
子
は
、
手
賀
沼
・
利
根
川
・
古
利
根
沼
な
ど
の
水
、
樹
林
地
や
田
・

畑
の
緑
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
独
特
の
自
然
環
境
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
都
市
化
と
と
も
に
自
然
に
手
が
加
え
ら
れ
、
便
利
さ
を
優
先
さ

せ
た
結
果
、
手
賀
沼
を
汚
し
、
緑
を
少
な
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
も
う
一
度
自
然
環
境
を
見
つ
め
直
し
、
我
孫
子
の
貴
重
な
財

産
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
子
や
孫
へ
と
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

、

我孫子市の

緑はいま
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①
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づ
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巨
匠
ｒ
に

た
農
地
な
ど
、
豊
か
な
緑
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
市
街
化
が

進
み
、
畑
や
樹
林
地
が
年
々
減
少
。

特
に
、
手
鋭
沼
沿
い
斜
面
林
の
保

全
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
旧
市
街
地
で
は
、
公
園
の
不
足

と
い
っ
た
問
題
も
見
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
こ
れ
ま
で
「
緑
の
マ
ス

例凡

〆、
手賀沼・利根川

水辺ゾーン
緑の拠点

タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
「
緑
化
推
進

本
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
自
然

い
か
し
た
魅
力
的
な
公
園
づ
く

緑
地
の
保
全
、
公
共
施
設
の
緑

を
推
進
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た

今
後
は
、
緑
に
関
す
る
施
策

総
合
的
に
進
め
る
た
め
「
緑
の

本
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま

● まちの緑の核田園ゾーン

拠点をむすぶ

緑の軸
水や緑の核

歴史と文化

ゆかりの緑●|II 緑のつながり

す基を
｡
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「
１

１

こ
の
計
画
は
、
緑
地
の
保
全
や

公
園
の
整
備
、
市
街
地
の
緑
化
の

推
進
な
ど
緑
に
関
す
る
総
合
的
な

計
画
で
あ
り
、
緑
豊
か
ｌ

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
指
針
と
な
る

も
の
で
す
。

計
画
で
は
、
目
指
す
まつ

べ
き
緑
の
将
来
像
」

を

を
掲
げ
、
「
緑
を
守
る
．
緑

緑
を
つ
く
る
。
録
を
青
●

●
●
●

緑の基本計画、
、ひ

■

､

●緑を守る
Q

､

●緑をつくる
●

■
て
る
・
市
民
参
加
を
進
め
る
」
こ

と
を
基
本
方
針
と
し
て
、
市
民
や

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
『
緑
の
目
標
」

を
数
値
で
表
し
、
実
現
に
向
け
て

「
施
策
の
体
毒
を
整
理
し
て
い

き
ま
す
。

●
緑
の
基
本
計
画
へ
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
下
さ
い
。

都
市
部
公
園
緑
地
課

亘同'三二 旱のF蟹
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●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

月
に
企
画
・
運
営
全
て
ボ
ラ
ン
テ

市
民
の
森
イ
ア
に
よ
る
認
び
こ
舞
黍

展
」
が
〃
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
芸

市
民
が
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
親
術
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
“
を
テ

し
み
な
が
ら
散
策
や
自
然
観
察
が
－
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

で
き
る
場
と
し
て
、
市
民
の
森
が
ｍ
月
亜
川
の
オ
ー
プ
ー
ラ
グ
レ

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
内
の
良
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
台
風
と
い
う

好
な
槻
林
地
を
所
有
省
の
協
力
を
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
内

得
て
、
市
が
散
策
路
な
ど
を
整
肺
外
か
ら
大
勢
の
見
学
者
が
訪
れ
、

し
た
も
の
で
．
現
在
、
岡
発
〆
、
森
の
中
の
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま

中
里
、
布
佐
の
３
カ
所
が
あ
り
ま
し
た
。

す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
市
民
の
森

で
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
自
然
環

布
佐
市
民
の
森
で
美
術
展
境
の
保
全
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

布
佐
市
民
の
森
で
は
、
昨
年
、

利根自然観察の森 緑の目標
平成32年度までに下記の目標をめざします

■■■■■■■■■■

古
利
根
沼
は
、
手
賀
沼
や
利
根
川
と
共
に
本
市
の
貴
重
な
水

辺
空
間
で
す
。
特
に
周
辺
の
樹
林
地
と
水
辺
が
一
体
と
な
っ
た

景
観
は
建
設
省
の
利
根
川
百
景
に
も
選
ば
れ
た
ほ
ど
で
す
。

休
日
に
は
、
釣
り
や
散
策
、
自
然
観
察
な
ど
多
く
の
市
民
の

憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
．

ｌ
ｌ
峰
屑
順
屍
』
辛
迅
王
心
》
‐
』
信
叩
薑
藍
里
一
百
三
一
４
－
ヨ
ゴ
懇
〈
和
一
や
一
軍
雁
碁
匡
画
一
帝
国
后
Ｈ
燗
隈
炉
吻
に
炉
［
し
‐
戸
一
ト
叫
声
一
・
Ｍ
』
旧
候
Ｍ
川

⑱我孫子市全体の面積の約40%(1j752ha)の緑を確保。

〈現在は342%(1,478ha)>

●都市公園をバランス良く配置し、現在より3倍以上を確保

将来（32年度）現況（10年度）

都市公園 82ha 308ha

保存緑地 74ha24ha

農地（市街地を除く） 1,028ha 1,028ha

その他の緑地 344ha 342ha

緑地の確保目標量 1,478ha 1,752ha

※その他の緑地･子どもの遊び場市民の森、市民農園、県立

自然公園特別地域（手賀沼の水面）など
森の整備イメージ
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千
葉
県
が
整
備
す
る
岡
発
戸
新

田
地
区
植
生
浄
化
施
設
は
、
「
手

づ
く
り
ゾ
ー
、
ご
「
生
物
を
観
察

●

自然の力で
水質 浄化 ●

二
ｐ
－
Ｐ

－
ｅ

●~

r手づくりゾーン」
~＜デ

、

〃
す
る
ゾ
ー
ン
」
「
生
物
の
生
息
場

と
す
る
ゾ
ー
ン
」
の
３
つ
の
ゾ
ー

ン
で
櫛
成
さ
れ
、
手
賀
沼
の
水
を

取
水
し
、
水
を
蛇
行
さ
せ
な
が
ら

植
生
浄
化
を
行
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
「
手
づ
く
り
ゾ
ー
ン
」

の
管
理
・
運
営
は
、
市
と
市
民
が

協
力
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
に
よ

る
浄
化
を
試
み
な
が
ら
、
「
人
と

生
物
の
共
生
」
を
テ
ー
マ
に
、
よ

り
多
く
の
市
民
が
手
賀
沼
に
ふ
れ

あ
え
る
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

a ◆

..F･...
●

水の浄化作用を持つアシやヨシなどの水辺の植物を植え

手賀沼から取水した水を流し込み自然浄化を行います 賀手 刀
ロ

、
、
〃
ダ

す
。
こ
れ
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
特
色
の
あ
る
公
園
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
市
民
が
自
ら
考

え
作
る
公
園
づ
く
り
を
応
援
す
る

も
の
で
す
。

昨
年
か
ら
壷
木
ま
ち
づ
く
り

の
会
」
の
み
な
さ
ん
が
、
並
木
１

号
・
２
号
公
園
で
モ
デ
ル
事
業
に

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
ｅ
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●

市
民
手
づ
く
り
公
副
取
り
組
ん
で
ぃ
手
。

Ｉ

モ
デ
ル
事
業
は
今
年
も
引
き
続

モ
デ
ル
事
業
き
行
い
、
来
年
か
ら
本
格
的
な
事

Ｉ
業
と
し
て
進
め
ま
す
。

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
Ⅱ
Ｉ
Ｈ
１

環
と
し
て
、
帝
民
手
づ
く
り
公
手
賀
沼
沿
い
斜
面

剛
モ
デ
ル
事
塞
を
行
っ
て
い
ま

林
の
保
全

す
。
二
仇
ま
、
也
或
、
ニ
ー
ズ
こ
１

１

環境Iノインジヤーの育成

市内では、環境の保全のための市民活動が活発に行

われています。

市は、このような環境に関わるボランティアの人々

と連携を強め、自然環境の保全創造をめざすため、

環境に関するボランティアリーダーとしての環境レイ

ンジヤー制度を創設しました。

野馬などの生物、水質、手賀沼の歴史などの専門家

による講座を行い、講座修了生を環境レインジヤーと

して認定し、今後環境レインジヤーが行う学習会、自

然環境調査や環境改善活動の支援を行っていきます。

注
鵲
駒
膳
哉
捗
誹
識
謄
彗
詩
訂
と

と
も
に
、
樹
林
地
を
用
地
取
得
し
ま
し
た
。

こ
の
樹
林
地
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
自
治
会
や
自
然

保
護
団
体
等
の
意
見
を
聞
き
、
鳥
を
は
じ
め
と
す
る
生
き
物
と

ふ
れ
あ
え
る
森
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

盲
龍
騨
聴
蕊
篝
霊
諏
駕
な
ど
市

並木1号公園

斜
面
林
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
植

生
・
地
形
・
殴
観
や
活
用
な
ど
の

視
点
か
ら
現
況
評
価
を
行
い
ま
し

た
。

今
後
は
、
地
権
者
の
意
向
を
把

握
し
な
が
ら
、
新
た
な
保
全
手
法

の
確
立
に
向
け
て
、
条
例
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆水質浄化、斜面林、環境レインジャーについての

お問い合わせは経済環境部手賀沼課
斜面林

－
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市
長
選
挙
の
投
票
日

投
票
時
間
Ⅱ
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時

任
期
淌
了
に
伴
う
我
孫
子
市
長
◎
当
日
投
票
で
き
な
い
方
は
棄
権

選
挙
は
１
月
、
且
Ｕ
に
告
示
き
れ
、
せ
ず
に
不
在
者
投
票
を

口
Ⅱ
（
日
）
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
投
蝶
Ⅱ
当
Ｈ
、
仕
躯
や
レ
ジ
ャ

皆
誉
ん
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
Ｉ
な
ど
何
ら
か
の
燗
辨
で
投
票
に

◎
投
票
所
整
理
券
を
郵
送
し
ま
す
行
け
な
い
方
は
、
不
在
街
投
禁
を

投
票
所
で
の
投
票
邪
務
を
ス
ム
し
て
く
だ
き
い
。

－
ズ
に
行
う
た
め
に
投
票
所
蝶
理
▽
期
間
１
州
旧
川
（
川
）
か
ら
岻

券
を
投
票
川
ま
で
に
各
家
庭
に
郷
典
上
ま
で

送
し
ま
す
。
今
皿
か
ら
投
蝶
所
悠
▼
時
間
午
前
８
時
弛
分
か
ら
乍

理
券
が
圧
澁
一
づ
折
り
ハ
ガ
キ
に
後
８
時
ま
で

な
り
ま
す
の
で
ご
注
葱
く
だ
き
い
。
▽
場
所
巾
民
会
館
南
隣
り
市
役

万
一
な
く
し
た
り
し
た
場
合
で
所
Ｃ
会
議
室

も
、
選
挙
人
名
赫
に
鞍
録
き
れ
て
▼
持
参
投
票
所
終
恥
券
（
本
人

い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
淵
の
も
の
）

Ⅱ
、
投
票
所
の
受
付
係
に
叩
し
川
◎
１
月
Ｔ
旦
旦
、
開
票
会
場
と

て
く
だ
き
い
。
な
る
市
民
体
育
館
は
、
終
日
全
面

な
お
、
１
枚
の
ハ
ガ
キ
に
４
人
休
館
し
ま
す
。
（
野
球
場
、
テ
ニ

分
ま
で
述
紀
き
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ス
コ
ー
ト
含
む
）

各
向
切
り
離
し
て
本
人
が
持
参
し
▽
問
い
合
わ
せ
進
稚
祷
理
委
興

て
く
だ
き
い
。

会
猟
務
肘
宮
芭
１
１
１
１

１
月
打
曰
（
日
）
は

中
央
学
院
大
学
４
年
ぶ
り
志
度
目
の
出
場
Ⅱ

１
月
２
，
３
川
に
行
わ
れ
る
新

祥
恒
例
の
箱
根
駅
伝
。
地
沁
小
央

学
院
大
学
が
４
年
ぶ
り
３
度
川
の

本
職
出
場
樅
を
盤
得
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
ざ
ん
の
活
耀
を
期
待

し
ま
す
。

◎
チ
ｉ
ム
ワ
ー
ク
で
予
選
会
突
破

昨
年
、
月
毒
川
、
犬
此
ふ
頭
で

東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走

あ

び
Ⅱ■■■一

行
わ
れ
た
ｆ
選
会
に
は
標
準
記
録

を
突
破
し
た
噛
佼
が
参
加
。
中
央

学
院
人
承
陸
ｋ
競
技
部
の
選
祇
は

柧
哩
感
を
な
く
す
た
め
に
問
ま
っ

て
造
る
作
戦
が
功
を
髪
し
、
佃
人

で
は
”
位
が
岐
高
だ
っ
た
も
の
の

チ
ー
ム
は
４
位
で
４
年
ぶ
り
の
川

場
擁
筵
継
得
し
ま
し
た
。

◎
本
戦
へ
向
け
て

本
戦
で
の
目
標
は
、
来
年
の
大

会
出
場
樅
が
得
ら
れ
る
９
位
以
内

「
つ
の
Ⅸ
間
が
”
キ
ロ
を
超
え
る

腰
予
選
会
ス
タ
ー
ト

↓
』

あ

れ
写真提供・月刊陸上競技

駅
伝
な
の
で
築
剛
の
中
を
走
れ

る
と
は
限
ら
な
い
。
１
腱
間
を

↑
人
き
り
で
進
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
伽
も
で
て
く
る
」
と

語
る
川
崎
典
↓
雛
儒
。
本
城
に

向
け
て
、
単
独
で
酌
キ
ロ
を
進

る
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
熱
い
声
援
を

４
年
ぶ
り
の
出
場
と
あ
っ
て

箱
根
を
総
験
し
て
い
る
選
据
は

い
ま
せ
ん
が
「
や
る
べ
き
こ
と

を
や
っ
て
、
臨
み
た
い
」
と
い

う
言
い
熊
に
、
慌
督
と
し
て
３
度

Ｈ
の
出
場
の
落
ち
着
き
と
意
気

込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
地
沁
中
央
学
院
大

箒
の
選
乎
の
方
た
ち
へ
の
、
熱

い
澁
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

↓
』

全
川
本
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ

フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
巾
民
会
館

を
腹
会
場
に
昨
年
ｎ
月
加
川
か

ら
空
川
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
は
水
叶

か
ら
烏
を
彫
り
出
し
て
彩
色
し

た
烏
の
彫
刻
の
こ
と
。
今
年
は

作
姉
腱
に
加
え
、
作
舶
コ
ン
ク

ー
ル
、
彫
刻
の
突
波
、
探
偽
会
、

な
ど
が
行
わ
れ
、
３
Ｍ
間
で
金

剛
か
ら
約
３
０
０
０
人
の
〃
が

来
場
し
ま
し
た
。

鋪
２
州
川
と
な
る
十
Ｍ
は
、

３
８
７
点
の
作
紬
が
峰
小
さ
れ
、

＝

0Ⅲ0
れ

捌|･ｶ｡ﾝﾌｪｽﾃｲlill

訪
れ
た
方
た
ち
は
、
「
飛
び
立

ち
そ
う
ね
」
と
感
心
し
な
が
ら

一
つ
ひ
と
つ
の
作
品
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。
彫
刻
の
実
減
に

は
、
「
ど
う
や
っ
て
作
る
ん
だ

ろ
う
」
と
興
味
深
そ
う
に
見
学

会
場
は
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

岐
終
Ｈ
は
作
姉
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
市
隆
歯

は
、
我
孫
子
の
水
辺
の
イ
メ
ー

ジ
が
感
じ
ら
れ
た
、
と
の
恥
川

で
山
上
敏
樹
ざ
ん
の
「
カ
ワ
セ

ミ
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
ざ
ん
と

市
長
が
身
近
に
対
談
す
る
「
市

長
と
市
民
の
吋
紺
の
川
」
を
定

期
的
に
没
け
て
い
ま
す
。

こ
の
つ
と
し
て
、
市
内
の

Ｆ
ど
も
た
ち
と
蹄
し
合
う
「
市

辰
と
子
ど
も
の
対
論
の
Ｈ
」
を

子
ど
も
た
ち
の
意
見
や
要
望
を
市
政
に

「
市
長
と
子
ど
も
の
対
話
の
日
」
を
開
催

あ
び

↓
」

我孫子市長賞「カワセミ」

あ
れ

昨
年
Ⅷ
川
丞
Ⅱ
に
湖
北
台
近
隣
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

啼
川
は
、
市
隆
の
刈
会
進
行
で

「
あ
び
こ
勝
ど
も
の
文
化
連
絡
会
」

の
小
犠
唯
如
人
が
州
席
し
、
「
い
つ

で
も
使
え
る
窄
内
プ
ー
ル
を
つ
く

っ
て
く
だ
き
い
」
「
わ
た
し
に
も
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
満
動
が
あ
り

ま
す
か
」
「
ぼ
く
の
街
、
斯
水
に
お

店
を
つ
く
っ
て
く
だ
き
い
」
な
ど
‐

”
を
超
え
る
慰
兇
や
渓
望
が
州
き

れ
、
市
瞳
は
「
こ
れ
ら
の
没
砿
な

提
・
祠
は
今
後
の
施
策
の
推
進
に
反

映
し
ま
す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
吋
緬
の
川
の
申
し
込
み
は
、

い
つ
で
も
受
け
付
け
し
て
い
ま
す

の
で
、
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
き
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課

冬
は
路
面
の
凍
結
や
降
崎
な
ど

で
、
ス
リ
ッ
プ
や
視
界
不
良
に
よ

る
交
迦
郡
故
が
多
発
し
ま
す
。
こ

ん
な
時
期
は
、
次
の
点
に
気
を
つ

け
て
、
よ
り
・
脳
の
注
迩
を
払
い

交
通
蛎
放
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

、
つ
。

◎
運
転
開
始
前
の
点
検
と
整
備
は

十
分
に
心
が
け
ま
し
ょ
う

・
窓
ガ
ラ
ス
の
淵
な
ど
を
収
り
除

き
、
視
界
を
確
保
す
る

・
急
な
降
雪
に
備
え
て
、
チ
ェ
ー

ン
な
ど
を
常
に
用
意
す
る

◎
凍
結
・
積
雪
路
面
で
は
ゆ
と
り

あ
る
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

・
砿
噂
路
叩
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
を

藩
と
し
、
他
の
収
の
迦
っ
た
後

を
走
行
す
る

・
収
間
距
離
を
卜
分
に
収
る

◎
歩
行
者
、
自
転
車
・
バ
イ
ク
利

用
の
方
へ

こ
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て

凍
結
期
の
交
通
事
故
防
止

↓
↑

四

シ
冬
の
道
は
、ゆ

と
り
あ
る
運
転
を

者
が
た

繩
し

養
、、

療
象
ま

・
病
対
叔

疾
肺

定
厚
脚
が
不
明
で
論
娠
〃
法
が
確

炊
さ
れ
て
お
ら
ず
、
経
過
が
悩
性

に
な
る
排
定
疾
病
で
療
錐
き
れ
て

い
る
本
人
、
ま
た
は
保
護
荷
は
兄

雛
余
を
受
け
る
対
象
に
な
り
ま
す
。

新
た
に
「
椛
急
帷
硬
化
惟
金
脳

炎
」
「
パ
ッ
ド
・
キ
ア
リ
症
候
作
」

「
特
発
性
慢
惟
肺
血
栓
潅
総
症
（
肺

高
血
脈
咽
）
」
が
対
象
疾
病
に
追
加

さ
れ
ま
し
た

対
象
と
な
る
方
は
、
雌
知
掘
発

行
の
受
給
荷
証
の
写
し
を
持
っ
て

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

▼
見
舞
金
の
額
賑
川
以
Ｉ
の
人

院
・
・
・
川
額
５
０
０
０
川
、
そ
の
他

。
！

．
：
月
薇
３
０
０
０
リー

マ
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
曝
碓

諜
雲
蓮
１
１
１
１
内
線
３
７
７

・
凍
結
、
降
湾
場
所
は
足
沁
が
不

安
定
な
の
で
、
バ
イ
ク
や
卿
悔

唯
は
押
し
て
歩
く

・
歩
行
街
や
仰
転
収
は
必
ず
歩
道

を
利
川
す
る

▽
問
い
合
わ
せ
戎
係
鵬
辨
察
将

交
通
裸
冥
磐
０
１
１
０

－－

｜

坐‘､ヨ

ー

一
空
－

１
１
１
レ
ー
悩
Ｌ
脚
Ｉ

－ 一 一

匠，茜

／
0

ノ

絵
本
の
硫
み
附
か
せ
や
楽
し
い

お
紙
を
し
ま
す
。
４
歳
か
ら
９
歳

ま
で
の
チ
ビ
ッ
鵬
、
娘
ま
れ
。

▼
場
所
・
日
程
＊
市
民
会
館
第

４
会
議
室
：
ｉ
川
７
Ⅱ
（
水
）
・
引

Ⅱ
（
木
）
＊
布
佐
分
館
お
は
な
し

の
へ
や
：
ｉ
川
畔
Ⅱ
（
水
）
・
率
Ⅱ

（
水
）
＊
湖
北
台
分
館
（
バ
ー
バ

タ
イ
ム
）
…
ｌ
〃
８
Ⅲ
（
金
）

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
列

分
（
た
だ
し
、
湖
北
台
分
館
は
４

時
如
分
ま
で
）

可

卜
・
〃
の
は
じ
め
に
侭
川
の
林

へ
行
く
と
、
赤
い
笈
を
つ
け
た
マ

◎
湖
北
台
分
館
Ⅱ
書
Ⅱ

呈
・
Ｔ
ノ
３
１
か
ツ
剛
い
・
ぜ
し

▼
作
品
沁
窄
雁
↑
蔵
、
側
嫉

ミ
ニ
ギ
ヤ
ラ
リ
ー

◎
市
民
図
書
館

◎
湖
北
台
分
館

◎
布
佐
分
館

◎
移
動
図
書
館

お
は
な
し
会

r一・あびこ・一、

繊 盆
（
餌
）
１
１
１
０

垂
（
師
）
３
０
５
５

垂
（
顕
）
１
３
１
１

容
（
師
）
０
９
０
９

ン
リ
ョ
ウ
が
川
に
と
ま
り
ま
し
た
。

マ
ン
リ
ョ
ウ
は
術
緑
の
低
木
で
、

将
丈
は
せ
い
ぜ
雌
息
１
セ
ン
チ
か

ら
人
１
セ
ン
チ
で
す
が
、
時
に
は

メ
ー
ト
ル
を
越
す
も
の
も
兇
か

申け
ま
す
化
は
合
弁
化
で
、
、
い

化
越
は
堪
形
に
脈
つ
に
裂
け
、
凡

本
の
雄
し
べ
と
。
稚
の
雌
し
べ
と

を
包
ん
で
い
ま
す
，

花
期
は
上
川
噸
で
す
が
、
花
は

小
さ
く
、
あ
ま
り
Ⅲ
立
ち
ま
せ
ん
。

移
勤
図
僻
館
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
な
っ
て
い
ま
し
た
新
水
肥
埴
公

卿
と
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
を
斯

水
北
公
州
（
市
街
化
壱
北
原
団
地

典
）
と
身
障
セ
ン
タ
ー
蚊
地
内
に

１
川
か
ら
変
史
し
ま
す
。
（
下
図
お

移
動
図
書
館
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

一
部
変
更
し
ま
す

;蕊豊そよかぜ号,月の日穏(篇天中止，
汀
、
小
舶
攪
点

呈
上
〃
ｈ
″
、
言
？

▽
作
者
占
知
黍
江
（
湖
北
台
）

◎
布
佐
分
館
Ⅱ
油
絵
３
点
Ⅱ

▽
作
者
擶
川
ア
キ
エ
（
湖
北
台
）

▼
展
示
期
間
１
川
田
川
（
水
）
か

ら
２
〃
７
川
（
川
）

曜 日 日 場 所 時 間 ( 午 後 ）

湖．|上地区公民館l:20～l:50

水晶蝿:W"|":z:;:
木？身体障害者福祉センター2:00~2:451

21新木北公園3:00~4:001

金星鰄琴尭蝿全購順:；
i洋電機社'乞入1.l1:30～2:15

水'βカクライ家具駐!に場2:30~3:0(）
27台IW池尻公IWI3:20～4:00

木蕊憾蝋3児夢芸|鰡剛
金29根ﾉ_i近隣センター2:()()~2:40

リ砲ショッピングセンター典3:()()~4:()0

７
・
函

５
０
４
０

ワ
ー
４

へ
｝
－

０
０
０
０

ワ
〕
３

ノ

化
後
に
で
き
る
采
笈
は
球
形
で
、

徳
は
お
よ
そ
ヒ
ミ
リ
で
す
。

初
め
は
緑
色
で
す
が
、
冬
が

近
づ
く
に
つ
れ
て
色
づ
き
、
Ｉ

川
唖
に
は
典
っ
が
に
な
り
ま

す
。

が
い
だ
の
つ
い
た
マ
ン
リ
ョ

ウ
は
鉢
械
に
し
て
花
雌
の
店
麺

に
光
ら
れ
て
い
ま
す
。
マ
ン
リ

ョ
ウ
の
ほ
か
、
冬
に
赤
い
火
を

つ
け
る
も
の
に
セ
ン
リ
ョ
ウ
が

あ
り
ま
す

千
両
や
〃
伽
は
諮
前

小
切
が
締
々
し
く
、
飾
っ
て

脚
お
け
懐
養
阿
後
が
望

｝
つ
め
そ
う
で
す

３
叩

一
」
「
〃
向
や
罐
ほ
ど
の
好

ぶ
を
の
せ
Ｌ

や
滴
水
稲
↑
ル

ー

｛
文
・
が
典

佐
久
伽
俊
行
一

、

よ
び
表
太
枠
内
参
照
）

従
来
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
利

川
い
た
だ
い
て
い
た
方
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
新
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
と
布
佐
分
館
を
利
川
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼新ステーション付置図

４
８

１
．
２

29

－



－

(4)鐵び
：＝＝

＝第988号 1999．1．1
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娯
、

印
鑑

▽
費
用
対
象
年
齢
内
は
雌
料

菫
げ
ま
し
よ
う
。

笈
施
瀝
療
機
関
と
一
ｒ
防
接
繩
の

昨
訓
は
、
乳
幼
児
は
予
防
接
繩
ノ

ー
ト
、
小
・
小
挙
唯
は
予
診
螺
に

添
付
の
沁
葱
好
き
を
ご
党
く
だ
き

い
。
巾
外
の
小
・
小
学
校
に
辿
っ

て
い
る
〃
は
、
誰
診
票
を
保
健
セ

ン
タ
ー
に
ご
淌
求
く
だ
き
い

▼
持
参
峨
賑
雌
脹
乖
帷
、
予
診

いっしょに歌いませんか
予
防
接
種
は
医
療
罐
閏
で

1月の日曜｡休日当番医
診療時間午前9時から午後5IM

持参健康保険証と診療費 嘉葉我孫子 (申し込みは各連絡先へ）

練習日

毎月第1日曜日

毎週火曜日

毎週月曜日

時間

10:00-12:00

10:00-12:00

10:00-12:00

連 絡 先

塚原88-7905

塚原88-7905

遠藤84-8267

練習場所

湖北台西小ふれあい訓室

湖北台市民センター

高橋バレェスタジオ

合唱団名

AYCL「アイクル」

葦 笛

あびこエコーズ
予防接種名

ツベルクリン反応
及びBCG接種

麻疹（はしか）

対象年齢・接種回数
4歳ｲﾐ満・ツベルクリン反応
検俊の紡果、陰性反応の場合
はBCGを111II接穂

生後1211から90月未満･1剛淑

II"311から9011未満11W初ml
(31n1)及びI!ﾘlimlllll職種※『iⅡ
せきにかかった人は穂混合を接樋

11歳から13歳未満(小学6年生に
予診票を配布)・第I期lロ擬撒

'I"12Hから90月未満、12歳か
ら16歳ｲ輔（中学2年生に予診
蕊を配布)･l1n1接種

生後6月から90月未満・初回
(2Inl)及び追加1回接種

9歳から13歳未満（小学4年4弓
にj参診繁を陥加･1IIII接穂

14歳から16歳未満（中学3年生
に予診票を配布)･1IWI接稚

毎月第1.3.5土曜日
毎月第2．4日曜日

根戸近隣センター

天王台北近隣ｾソター
永井82-435018:00-20:30我孫子市民合唱団

毎週金曜日

毎週土曜日

毎月第1.3木曜日

14:00-16:00

14:30-16:30

10:00-12:00

鱸
一
鄙
一
杣

我孫子「童謡を歌う会」

我孫子バッハ研究会合唱団

アンサンブルフローラ

天王台北近隣セソター

我孫子栄光教会

天王台北近隣セソター

84-6361

87-1681

82-1836

混合
三種

破傷風
百日せき
ジフテリア

蕾|鰯ﾘｱ’

毎月第1.3.5土曜日

毎月第2．4日曜日

19:00-21:00

16:00-18:00
慈紘保 育 園アンサンブル・レオーネ 鈴木85-0876

湖北地区公民館

湖北台市民センター

新木近隣センター
毎週木曜日ヴィクセンズ 10:00-12:00 栗原84-1531

風しん
回転木馬

コール・アムール

コ－ル・てが

コール・ピュア

混声合唱団「響」

9:30-12:00

10:00-12:00

13:00-15:00

18:45-20:45

10:00-12:30

握
蕪
一
酎
一
幽
棒

天王台北近隣セソター

井手ロホール

中央公民館

天王台北近隣セソター

天王台北近隣セソター

毎週土曜日

毎週月曜日

毎月第2.4金曜日

毎週木曜日

毎週日曜日

84-3827

88-7260

84-1864

84-5204

85-2053

’
日曜･休日の午前窓(84)1311
9時から11時30分（時間内のみ）

WIM

鋪I期

聴IWl

日本脳炎
夜間に急病のときは

幅7‘)11,41'’I識鵬
ア‘し

妙一 厩 毎月第1.3.5土曜日

毎月第2.4日曜日
湖北台10丁目自治会館ジャウテイング・フオックス 片倉87-137718:00-20:30

譲
一
蔀
一
細
一
蓋
畑

女声アンサンブル菅

女声合唱団布佐ポビーズ

女声合唱団「道」

女声合唱団LaMgre

シルバーェコーズ

市民会館他

布佐南近隣センター

柴崎神社参集殿

布佐南近隣センター

湖北台市民センター

毎週金曜日

毎週火曜日

毎週月曜日

毎週木曜日

毎月第2.4月曜日

13:00-16:30

10:00-12:00

10:00-12:30

10:00-

10:00-12:00

84-5197

89-0145

83-2789

89-1929

82-2522

1月の各種健診と健康教室
偶腱センター 湖北台1の12の16恋(87)1131

今1－忘曽／乏〆T，必L、
期日 時間項目 対 象 内容（その他）

受付
12:45－13:()()

父親･餓親になる
方･家族の〃

ビデオ･産科医のI蒲、お風呂の入れ
方など（通話で〕ら約）しあわせ学級 29H

市民プラザ
市民 会館

持参…母f健康f帳筆記1M具、
バスタオル(811)、歯ブラシ(22II)
（通I蒲で]弔約）

プリムラコーラス 毎週水曜日 吉広84-502210:00-12:00受付
9:旧～9:3(）

妊娠2()～27週の
妊胤I}

母親学級 8日､221｣

※近隣センターなどの公共施設は、優先的に場所が確保されているものではありません
58,121.1
19H

受付･･･j"llの
指定時間内

I皇成10ff911'|そまれ
(対象児にj"II)

身体測定､赤ちゃん体操､栄鍵･歯|‘
肯児#1談など排参･･"f健康fif

3カ月児相談

新
た
に
始
ま
る
相
談
業
務
一

専
門
の
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
一

せ
な
ど
人
権
上
の
川
越
や
脳
み
半
▽
予
約
・
問
い
合
わ
せ
猟
前
に
一

〈
権
一
一
配
。
悩
一
事
▽
相
談
員
人
権
擁
謹
委
埋
岻
諦
で
社
会
編
祉
協
縦
会
容
（
解
）
’
一

▽
相
談
場
所
・
問
い
合
わ
せ
下
５
３
９

杣
人
椛
擁
謹
委
興
協
継
会
（
我
唯
地
方
法
務
吋
柏
支
励
貧
、
）
３
３

ざ
の
健
・
康
一

孫
子
市
・
柏
市
・
淵
南
町
）
で
は
、
０
９

４

批
界
人
椛
立
憲
採
択
釦
周
年
・
人
・

椛
擁
謹
委
典
制
度
創
投
釦
間
年
に
罐
豪
一
生
善
一
》
一
く
勺
帖
神
病
、
粘
神
神
経
症
な
ど
心
一 一号

ち
な
ん
で
、
「
人
椎
・
心
配
・
悩
み
の
瓶
で
悩
ん
で
い
る
〃
の
州
縦
を
、
一一

ご
と
州
淡
」
を
州
没
し
ま
す
。
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
小
地
紙
で
も
お
受
け
し
ま
す
。
・

人
椛
上
の
閲
迦
で
お
困
り
の
方
播
を
求
め
て
い
る
巾
尚
年
の
〃
を
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
ご
州
一

は
、
ぜ
ひ
ご
州
談
く
だ
さ
い
。
対
象
に
し
た
無
料
の
州
談
で
す
。
鉄
く
だ
さ
い
。
一●

州
縦
は
雌
料
で
秘
密
は
州
く
州
縦
典
と
一
締
に
杉
え
て
み
ま
▽
日
時
が
迦
火
咄
川
、
午
後
１
－一

守
ら
れ
ま
す
。
せ
ん
か
。
（
１
川
３
人
、
予
約
制
）
時
か
ら
４
時
・一

▽
日
時
１
川
鵬
Ⅱ
（
川
）
か
ら
が
▼
日
時
毎
〃
鋪
２
．
４
火
咄
Ⅱ
、
▼
相
談
員
臨
床
心
理
上
・一

週
川
咄
Ⅱ
、
午
前
、
時
か
ら
午
後
午
前
、
時
鋤
分
か
ら
午
後
４
時
▽
相
談
電
話
番
号
「
心
の
地
紙
一一

３
孵
万
咄
川
が
祝
Ⅱ
の
場
介
を
Ｔ
川
は
ロ
川
、
王
ｕ
州
毯
貧
包
１
２
５
５

除
く
）
▽
場
所
ふ
れ
あ
い
禰
祉
セ
ン
タ
▼
問
い
合
わ
せ
柏
保
他
所
粘
神
一

▼
相
談
内
容
い
じ
め
・
税
ｆ
，
Ｉ
（
社
会
細
祉
協
砿
会
伽
か
じ
保
健
締
祉
班
一つ

犬
姉
・
州
統
な
ど
の
家
庭
間
趣
、
▼
相
談
員
健
康
・
姫
き
が
い
づ
※
伽
接
に
よ
る
州
縦
も
行
っ
て
い
一一

緒
幹
・
佑
川
・
嬢
別
・
い
や
が
ら
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ま
す
。
（
左
表
参
照
）
一

身体測定､栄獲脈:l･N1談､育児ｲ|職
持参…母子健馴罪帳

受il･
I3:30～14:30

乳幼児の育児につ
いて相談のある方育児相談 22H

･平成10fl:71I以前生まれでllmlllを受ける力
．､lえ成10年1Oﾉ12711以liiにI111111を投与.した方
隊f腱＃呼帳izi診蕊1j物接樋ノーl､(=ifil･)、体i蹄’

1211

2611

持参

小児マヒ生ワクチン
(ポIノオ)投与

受付
13:15～14:15

12H,26H

受付
9:13～IO:30

'2成9年6月′|まれ
(対･象児に通知）

排参・…慨f他康f1帳、健診側
歯ブラシ（籾とfの2本）1歳6カ月児健康診査 7H､14H

持参･…母f健康下帳､通知ハガキ
歯ブラシ(親とfの2本)、コッフ
タオル

|を成8年5岬|まれ
(対象児に辿加

受付
9:13－10:3()2歳8カ月児歯科検診 2811

受付
12:45～13:45

持参･･IW･他ﾙ|呼帳他診票、術ブ
ラシ(劇とfの2桐、尿､アンケート

F成7年6jlﾉkまれ
(対･象児にimfII)'3歳児健康診査 188,21B

受付
9:3()～10:0()

簡単にできる離乳食のつくり方､試
食電話で予約（先芯20人）

離乳食教室 乳児を拝つ趾親29H

l2U､l9p
26H

受付
13:00-13130

lljこり腰揃f防の体操、栄援の話、歯の話なと
排参…健康f1帳、体操のできる服装肩こり・腰痛教室

’
“でf約|*''談のあるﾉj1ｶﾛﾘーﾁｪｯｸ､献肱ｱドパｲｽ栄養相談｜随ll3

酒害相談’一
ｱﾙｺー ﾙ家撒室|8H ’

アルコール問題を
抱えた本人、家肱

グループミーティング

お気軽にごｲ||縦ください
13:30－13:00

,"･'精で個人通知がI附かない方は保健センターにお問い合わせくださ’

柏保健所柏市柏255（国道6号呼塚交差点付近)窓(67)1255

1乳幼職震順談|'卵|'':'‘-'"‘|撫鞠辨総心糾柵W撫職｜
|療青綱談|』剛]'1』柳-'""|窮燃鮴艇|灘鯵？瀞"灘の卿職」

し､Jﾘ州|談“･倣健姉のｲII談・
勉納で]参約(地域指導班）

発進の遅れが心配
な2歳までのf

遮
導

発
脂乳幼児発達相談 |8FI 10:0()-16:()0

露青桐談|｣$1｣|1%''
幣形外科的に'L,剛
な18歳未満のj'L

終形外科医の診察､保健婦のWI"
猯導排参・…Iﾘj'･他ﾙ|呼帳

アルコール間魍を
抱えた本人、家〃

附沸III保健ｲ1II淡典のｲll談
"I1II医の{:II談は予約が必要ですｱﾙｺーﾙ伽と櫛’ '911 14:00－l6:()()

’
１
１

糊神病、稀WII神経
症で悩んでいるﾉﾉ

締神保健ｲ||談典の棚談
蛎託医の州談はf約が必要です

心の健康相談 8日､2211 l4:0()-16:0()

－与一色一己●一句一色一口一毎一缶一●一■一｡ー｡一申一心－●ー●一■一｡ー●一●一由一■一■－●一○ー●一｡－ご－●－●一申一争一缶一■一●－

文典だよりは皆さんがつくるコーナーです締め切I)

短歌は伽15日（必府）ハガキで1人l作に限I)ます

応募先我係f｢肘我孫子1858市役所広撒広聴課 山 本 寛 太 選

俳句
竹内旦選

し
ヵ
岬
ｒ
に
馳
裳
新
藤
道
猴

斤
も
な
く
光
り
澗
え
ゆ
く
流
れ
雌
心
に
沁
む
る
鶚
の

ム
ざ
よ

須
川
利
夫

Ｉ り
ゆ
く

村
化
道
代

る
り

島

瑠
璃
色
に
身
を
飾
り
た
る
糸
と
ん
ぽ
い
づ
く
に
樅
れ

山
茶
花
や
畑
れ
る
ご
と
く
鰍
老
い
し
赤
川
賜
止

帥
や
き

瓶
飾
を
付
け
て
櫟
の
枯
れ
急
ぐ

渋
谷
多
雌
ｌ

暖
冬
や
満
付
教
宗
や
、
乱
れ
松
汕
、
悔

力

猿
噛
み
し
山
来
ひ
と
つ
拾
ひ
け
り
小
林
光
沈

む
句
厳

然
難
焚
く
州
の
将
ナ
に
ま
た
浩
雌
川
上
進
也

拝
観
を
抓
む
禅
が
内
陣
子
蝿
川
減
江

坪
庭
に
基
叶
粘
の
冬
菜
か
な
小
林
進
郎

砂
い
ぃ
、
上
鋤
川
画
し
》

柊
の
花
の
在
処
を
き
が
し
け
り

柳
揃
淀
鈩

沖
幟
よ
り
綿
虫
を
つ
れ
川
稼
ぎ
に
平
塚
利
雄

Ｊ
”
企
切
っ
心
ざ

餅
拙
の
盤
の
こ
れ
ど
り
き
び
き
び
と
秋
川
涛
笈

お
だ
や
か
に
師
走
に
人
り
し
川
ま
ど
か

篠
脈
わ
く
り

Ｊ

ｕ

８

０

・

人
礫
奈
を
突
く
ご
と
冬
の
鵬
谷
川
服
災

今
｝娘

の
僻
川
遅
る
る
ば
か
り
卜
・
・
川
岡
卿
総
光

Ｉ
Ｂ
脱

４
ぺ

入
れ
込
み
の
雌
壯
に
逸
り
初
芝
峅
唯
谷
千
鶴
子

｜
寺
？
。
可
／
、

並
然
の
中
怠
ぎ
行
く
末
の
カ
バ
ン
誠
藤
淀
忠
ｆ

緋
落
や
雌
股
す
す
む
新
校
奔
尚
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忍

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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Ｉ
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Ｉ
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Ｉ
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ｌ
ｌ
ｌ
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Ｉ
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０
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

鼻
・
学
の
凸
〃

、
蝿
の
う
か
ら
揃
ひ
て
北
川
↓
の
あ
し
た
に
期
け
し
羽

冴
忘
れ
ず
↑
・
谷
和
火

唯
も
水
も
携
氷
の
花
の
咲
き
鏡
ひ
棚
の
光
に
川
か
が

冊
脹
ト
リ
ｒ
り
Ｉ
今
今

や
け
り
ｉ
＃
脳
Ｍ

Ｌ
ｄ
、
基
一

的
Ｉ
い
ん

木
賊
杣
ゑ
木
賊
樅
様
の
飯
椀
を
気
を
入
れ
紙
ふ
謡
曲

「
木
賊
」
松
浦
向
祢

か
杜

膝
揃
む
葵
を
庇
ひ
つ
つ
川
掛
け
た
る
企
峨
の
式
無
蛎

に
終
り
ぬ
弧
川
陣

ゆ
き
ず
り
の
久
碓
学
唯
も
共
に
兄
き
獅
ｆ
雁
流
膿
わ

が
眼
に
八
つ
鈴
木
膝
枝
Ｌ
膠
馬

朝
霧
ら
ふ
鴫
門
の
海
に
恥
ｖ
ぢ
て
形
変
へ
つ
つ
縦
く

う
ず
潮
海
老
塚
忠
庭
脹

〆
を

乱
れ
咲
く
澁
墹
、
菊
派
に
あ
ま
る
ほ
ど
に
張
折
り
て

ｊｄ
Ｑ

供
花
と
は
な
し
ぬ
小
川
礼
．
』

ほ
令
呆

唯
虹
の
山
茶
花
た
し
き
曲
り
道
リ
ハ
ビ
リ
の
歩
の
夫

を
待
つ
な
り

篠
川
ま
ざ

沙
１

６

力
》
一

本
水
ゆ
ら
し
川
畑
に
こ
ろ
が
る
杣
候
の
笈
を
小
随
に

受
く
る
老
婆
の
徹
澁
小
林
光
江

ｎ
菜
の
↓
巻
き
ご
と
に
灘
こ
び
を
擬
か
り
け
ふ
も
雄

山
と
り
ゆ
く

柳
禰
庭
碓

。
《
唖
ら
ｃ
Ｐ
皇
内
旧
》
一
‐
“
産
■
か
弧
つ

じ
腱
の
兎
の
年
兜
我
は
な
ほ
唯
か
ぎ
れ
て
あ
り
神
川

ひ
た
ま
ふ

職
瀬
収

懇
親
の
席
に
鍾
川
ふ
人
き
窓
に
輝
く
〃
の
位
縦
う
つ

日

1日

2日

3日

10日

15日

17日

24日

31日

病。医院名

平和台病院

我孫子東邦病院

我

我

イ

我孫子つくし野病院

我孫子東邦病院

藤本内科･医院

アビコタト科整形ﾀﾄ科･病院

せ’）整形外科

平和台病院

守尾医院

本眼科医院

i子･聖仁会病院

子●つくし野病院

電 話

89－1111

82-8166

88－3111

84－2211

89-2471

84-2211

82-8166

82-1885

84-7321

86-0685

89－1111

84-6813

休日救急歯科診療所（市民会館内）
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放送大学学生
、唖

索心蝿遡ほう
（学総週罰日制間適編顧）

卓球、囲碁や折り紙などで、毎

月第2土曜日の学校休業日にみん

なで楽しく遊びませんか。

子どもクッキングや手編みなど

がある月は、広報あびこでお知ら

せします。

し日時1月から3月までの毎月

第2土曜日、午前9時30分から11

時30分（参加費無料）

◎体の体操・頭の体操をして遊ぼ

う

し内容①卓球、②親子囲碁（囲

碁は第4土曜日も開催）

惨持参①ラケット（持っている

まつもとかなえ

松本佳苗ちやん
（船戸・1歳3カ月）

放送大学は、テレビ・ラジオで

教育を行う正規の大学です。1科

目から学べ、所定の単位を修得す

ると、学士の学位も取得できます。

し募集学生①全科履修生（大学

卒業をめざす学生）②選科履修生

（1年間）③科目履修生（半年間）

し受付期限2月15日(月)まで

少資料請求・問い合わせ電話で

〒261-8586千葉市美浜区若葉2の

11放送大学恋043(276)5111'､
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方）、タオル、上履き

似場所・問い合わせ中央公民館

a(82)0515

◎楽しく遊|まう

し内容①折り紙（折り紙、ハサ

ミ、のり持参）②おはなし会、語

り③将棋、オセロ④ベーゴマ

参場所・問い合わせ湖北地区公

民館狂(88)4433
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ま つ え だ た か な

松枝尭茄
（泉･1歳3ち ちやん

力月） 屋外有料自転車駐車場利用者は
4月以降の利用申し込みを

我孫子駅・天王台駅周辺の屋外

有料自転車駐車場の平成11年度利

用者を募集します。

歩受け付け期間1月16日(土)か

ら31日（日）

し募集自転車駐車場我孫子駅…

南口第1．23自転車駐車場、

天王台駅･･南口第1・北口第1．

2自転車駐車場

※屋内自転車駐車場の受け付けは

3月1日からを予定しています。

申請方法等詳しくは、1月16日号

の広報あびこでお知らせします。

似問い合わせ交通整備課盆(85）

1111内線330

DE,－コンサート 県政モニ ニター

し募集人員200人

，任期4月から平成12年3月31

日までの1年間

し仕事の内容＊県政についての

意見・提言の提出（随時）＊ア

ンケートへの回答（年4回程度）

＊モニター会議への出席（全体会

議年2回、地域会議年3回いずれ

も平日に開催予定）

し応募資格4月以降も引き続き

県内に居住予定の満20歳以上の方

(公職の方、公務員、過去3年以

内の県政モニター経験者を除く）

し謝礼年間1万5000円以内（活

動実績により異なります）

し応募方法・問い合わせハガキ
ふりが芯

に住所、氏名、電話番号、生年月

日、性別、職業、県内居住年数、

県政への関心事(100字程度)、

広報あびこと明記し、1月31日

(日．消印有効）までに〒271－85

60松戸市小根本7東葛飾地域県民

センター公047(365)3008'X(選

考は地域､年齢等を考慮して決定）

1月の市民ブラザロビーコンサ

ートは、新春にふさわしく、箏や

胡弓の調べをお届けします。

し日時1月9日(土)午後5時30

分開演（入場無料）
そうこ容坤う

'出演岡村慎太郎（箏・胡弓）、
れい

岡村愛（箏・十七絃)、高野鈴
どうざん

(箏)、藤原道山（尺八）

し演奏曲目さくら変奏曲、数え

唄変奏曲、初鴬子守歌、舂の海

修場所・問い合わせ市民プラザ

垂(83)2111

I

ひびき

響くん
1歳2カ月）

はだ

羽田
(湖北台

公共施設案内市役所。

④市役所本庁85-1111

④つくし野支所84-8801

●湖北台支所88-0828

e湖北支所88-2111

●布佐支所89-2358

e行政連絡所我孫子81-1292

天王台81-1293

,教育委員会85-1151
,水道局84-0111

●消防署84-0119

,少年センター84-!900

,保健センター87-1131

,市民会館84-3311

●公民館中央82-0515

湖北地区88-4433

e鳥の博物館85-2212

⑧市民体育館87-1155

●市民図書館本館84-1110湖北台

分館87-3055布佐分館89-1311

移動図書館87~0909

●身体障害者福祉センター88-0141

●あらき園88-4188

、つつじ荘88－0123

，西部福祉センター85-5818
●クリーンセンター87-0015

（ゴミ・し尿。浄化槽）

●近隣センター布佐南89-3740

天王台北82-9988根戸83-5363

新木88-2010湖北台87~1122

●市民センター寿83-7722

湖北台88-9927布佐本館89-1193

布佐ステーションホール89-5800

●市民プラザ83－2111

④都市改造事務所85-1171

’ ’
我孫子駅6．7番線柏寄り階段が
エスカレーター工事のため閉鎖に市民スキー教室

し日程2月18日(木)から21日

(日)まで（集合…午後9時市役所

本庁正面玄関前、時間厳守）

※車でのお越しはご遠慮ください

，場所山形県蔵王温泉スキー場

惨対象18歳以上の男女

’定員40人（応募者多数の場

合は抽選）

し参加費2万9000円（リフト代

昼食費は除く）

し申し込み・問い合わせハガキ
ふりが琴

にスキー教室、住所、氏名、年齢

性別、電話番号を明記し、1月22

日（金必着)までに我孫子1684

教育委員会体育課公(85)1151へ

JR我孫子駅ホームにエスカレ

ーターを設置するため、常磐線緩

行線ホーム（67番線、千代田

線乗り入れ）柏寄り階段を、1月

12日(火)から3月末まで閉鎖します。

惨問い合わせ我孫子駅壷(82)03

43

近目。y辻師帥’11
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’

圏囲圃圃 ｜’ 消個方出初め式

茜(85)1313I

’
新春恒例の消防出初め式を行い

ます。当日は、消防職員、消防団

員約400人が勢ぞろいし、日頃の

厳しい訓練の成果を披露します。

また．幼年消防クラブのかわい

らしい消防演技が行われるほか、

婦人防火クラブの皆さんも参加し

ます。

皆さん、ぜひご覧ください｡

，日時1月9日(±)午前9時30

分から11時30分

し場所湖北台中央公園（雨天の

場合は、午前10時から市民会館で

式典のみを行います）

し問い合わせ消防本部総務課公

(84)0119

成 人 式 ｜日11M当捌褒・1週間の行事

冠(85)5000
市内在住の昭和53年4月2日か

ら昭和54年4月1日までに生まれ

た方を対象に．成人式を開催しま

す。今年は該当者が少ないため式

典は1回とし、旧友や恩師と歓談

する時間を設けるほか、進行も成

人代表者を中心に行います。対象

となる方は、ぜひご参加ください◎

し日時1月15日(祝）

受付一午前10時30分から11時

ふれあいタイム11時から11時30

分恩師や旧友とご歓談ください）

式典…11時30分から正午

惨場所市民会館

※市内小中学校の卒業生で、市外

にお住まいの方も出席できます

い問い合わせ教育委員会社会教

育課云(85)1151

冠〈網)帥加

｜家庭婦人ダブﾙｽ卓球大会 今月の休館日

市民図譜:館

rl:!災･湖北地区公民鮒

鳥の博物館

市民プラザ

市民会館

I(柵~5(火）

I(祝)~6(ｵ（）
－

I(祝)~4(月）

I(IM)~4(月）

I(祝)~4(月）

11(月)､12(火)､15(MI)､18(月)､25(月）

11(11)､15(祝)､18(11)､25(月）

11(月)､18(I1)､19(火)､25(月）

14体)､21体)､28(*)

11(11)､18(月)､2､月）

し日時・場所2月1日(月)午前

9時受付、市民体育館

修種目ランク別ダブルス(A･

BC)

し参加資格市内在住在勤市

内のクラブに所属している方

，参加費1組1000円

惨申し込み．問い合わせ現金書

留で大会名、ランク別、2人の住

所、氏名、電話番号、クラブ名を

明記し、参加費を同封のうえ、1

月12日（火必着）までに、布佐

平和台3の6の10鈴木まり子公

(89)1667へ

園田圃目

つつじ荘

西部福祉センター
1(祝)~4(月)､11(月)､12(火)､15(IM)､18(月）
25(月)､26(火）

市民体育館'1(祝)~4(Ⅲ)､17旧)､25(11)

相談等

内容日時場所問い合わせ

綾織胤職(予約''iII)lWWW'脇鱸慧広雛賦職膿
※予約は、1月4日(月)8:30から遮話で広報広聴課へ。

税務相談(予約制)'22(金)10:00~'5:001市民相談室|課税課
※予約は、1月18日(月)8:30から睡話で課税課へ。

人権相談28(木)10:00~15:00福祉総合相談室厚生課

行政相談28(木)10:00~12:00市民相談室広報広聴課

不動瀧柑談･住宅II1談8(金)10:00~15:00市民朴I談室建築指導課

交通率故相談II(月)10:()0~15:00交通整怖課交通整備課

1I(月)9:00~15:00保健センター

心配ごとｲ:Ⅱ談18(月)9:00~15:00社会編祉協議会社会福祉

25（月）9:00~15:00布伽i民センター本鮒協識会

結僻相談17(I=1)10:00~14:00社会福祉協議会

心の相談（予約制）6(水)13:30~15:30福祉総合相談室細|:識合棚談室

継‘腫柵談淵::剛:忌,I",t産蕊愚息雛
地域リハビリ教室18（月）13;30~15:00新木近|灘センター身体|職害者

27(水)10:30~12:00西部福祉センター耐|:センター

"IIつ<I)うんどう教室15(祝)10:00~1l:00通細蝿11うんどう細他ﾙ|I管理課

市民相談室
(西別館31")

法律柑談(予約制） 広報広聴課

果け老人を抱える家族の集い

’日時。場所1月14日(木)午後

1時30分、保健センター

レ対象痴呆の方を介護している

家族

修参加費100円（茶菓子代）

し問い合わせ高齢者福祉課在宅

ケア係容(86)1411

’
~ －二一笛20周年記憲ｺンサト
ー

ー

ー

県女性センター講座
便年期一女性の身体と心｣受講者

，日時1月31日(日)午後1時30

分開演

，場所湖北地区公民館

陽入場料500円

し問い合わせ塚原壷(88)7905

’
'日時2月7日、14日、21日い

ずれも日曜日、午後1時30分か

ら3時（14日は午前11時から）

惨場所さわやかちば県民プラザ

内県女性センター（受講無料）

し対象県内在住在勤者

伝定員各回先着60人

し申し込み・問い合わせ1月5

日(火)から31日(日)までに、電話

で県女性センター壷(40)8602'R

園’ し､I肥ごとｲ:Ⅱ談 ■
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森林美術家連盟第4回

｜

I
，日時1月8日(金)から13日

水)午前10時から午後6時30分

（8日は午後1時から、13日は午

後5時まで）

し場所市民プラザ（入場無料）

し問い合わせ森林美術家連盟事

務局牧野盆047(363)7410

新春#寺棋大会

惨日時1月2日(±)、3日（日）

午前10時(申し込みは当日会場へ）

紗場所金子卓球場(市役所近くノ

，参加費1500円（昼食代含むノ

レ問い合わせ金子盆(82)3394

健康林l談

身体障害譜
WIWil:センター

地域リハビリ教菖

ﾃﾚﾎﾝｻー ｽ

テレホンガイド

ﾌアクスガイド


